
 

2019 年７月 1 日 

株式会社メイワパックス 

 

株式会社メイワパックス（代表取締役社長：増田 淳、以下「当社」）は、NGO、シンクタンク、及びサプライ

チェーン企業と共同で、防災・減災・災害発生時の救済インパクトを上げるイノベーティブな技術・製品・仕組

みを考え、開発から市場調査・製品つくり・商品提供までを一貫して実践していくイニシアチブとして「More 

Impact（モアー・インパクト）」を立ち上げてまいりました。 

本イニシアチブでは、災害現場のニーズ・ウォンツを起点に、企業シーズを繋げ、アイデアを発想・実現し、

社会課題の１つである災害に関わる課題解決及び災害発生時だけではない役立つコトつくり・モノつくり、を目

指しています。 

この度、当社が出展する以下の展示会にて、メンバーと共に検討してきた数種の人道支援関連製品のサンプル

を展示する予定です。ぜひご来場ください。 

 

＊展示会情報 

 展示会名：第 21 回インターフェックスジャパン 医薬品 化粧品 洗剤 製造・包装展 

 会期：2019 年 7 月 3 日(水)～5 日（金）10：00～18：00 ※５日のみ 17：00 終了 

 会場：東京ビッグサイト 西１ホール 小間番号 W2-43 

 Web サイト：https://www.interphex-japan.jp/ja-jp.html 

 展示品の一部に、下記「検討するイノベーション例」の中から試作に至った複数の製品のサンプルを展示 

 

■More Impact 構想 

2016 年 6 月に開催された“伊勢・志摩サミット”の話題の１つに「防災・減災」がありました。国際的な人道問

題の増加に対応するため、NGO の活動にイノベーションの発現と実行が求められており、NGO・企業・政府が協

働できる持続的なイノベーション創発プラットフォームの構築に向けて JPF 等のネットワーク組織を中心に、同

年 3 月、仙台で「Humanitarian Innovation Forum （HIF）」が開催されました。国連機関・各省庁などの協力

により、災害救助に関連する NGO やアカデミア・企業など約 110 名が集い、防災・減災、水・公衆衛生、ビル

ドバックベター、人道保護の４つのテーマでアイデアソンを行いました。その中のアイデアの具現化を目指し、

同年 「More Impact」 設立の機運が高まり、その後、製品アイデアのみならず、仕組みや一貫して実行できる場

つくりの議論を重ねて構想化してまいりました。 

 

■本イニシアチブの活動内容 

イノベーションの実践においては、これまでの枠組み・制度などがないことなどから、以下の５つの場の重要

性を議論しながら現場のニーズ・ウォンツに即した仕組みつくり・コトつくり・モノつくりを進めています。 

① 災害の現場を知る NGO と、技術とサプライチェーンを有する企業が、それぞれの強みを持ちより集い、目

的を共有する場 

② 災害現場のニーズ・ウォンツを起点に、企業シーズを繋げ、アイデアを発想する場 

③ そのアイデアを基に、現場調査を行い、製品・サービスを開発・試行する場 

④ 開発された製品・サービスを救助者・災害者に届け、ICT 技術・SNS 等を利用した現場課題の抽出と、改

善のフィードバックやインパクト評価を行う場 

⑤ 以上を循環させるために、資金調達・運用が行える場 

上記５つの場を有機的に途切れなく繋げ、防災・減災、災害発生時の救済インパクトを上げると共に、ユニバ

ーサル・デザイン・シンキングにより、老若男女問わず 「あらゆる場所の」 「あらゆるヒトに」 役立つコトつ

くり・モノつくりを通じて、社会課題の解決を目指す構想を目指しております。 

これまでに、化学メーカーの特殊シーラント樹脂及び特殊充填メーカーの優れた充填技術からなる革新的な 

「2in1 パッケージ」 によるアイシングパックを作成し、ラオスにおいてワクチンを提供する際に病院関係者へ

配布するなど、ニーズ検証を実施してまいりました。 

 

【検討するイノベーション例】 

✔ 災害発生時に拡大する感染症の予防と拡大を抑止する。 

✔ 災害発生時に栄養と水分を同時に供給し、栄養確保に加えて汚染水・容器を元として引き起こされる衛生的二

次被害を削減する。 

✔ 災害発生時の断熱効果・休息の快適性・機敏性の改善を特殊な高分子材料で目指す。 

日本発 災害支援イノベーション共創構想 「More Impact」  

人道支援関連製品のサンプルをインターフェックスに展示 

https://www.interphex-japan.jp/ja-jp.html


■More Impact ロゴ 

（NPO メンバーによる考案・作成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■イニシアチブメンバー 

以下 3 組織のほか、化学メーカー、特殊充填メーカー、食品メーカー、ポータルサイト企業、コンサルティング

会社が参画します。 

✔ 特定非営利活動法人ジャパン・プラットフォーム 

✔ 特定非営利活動法人 CWS Japan 

✔ 株式会社メイワパックス 

以上 
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＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

■More Impact に関すること 

特定非営利活動法人ジャパン・プラットフォーム 広報部 高杉・渉外部 平野（TEL：03-6261-4750） 

■展示会に関すること 

株式会社メイワパックス 伊藤・河野（TEL：050-3821-6859） 

 

 


